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1. はじめに  

事業場排水の生物応答試験（日本版 WET 試験）

は、環境省において自主管理制度として国内導入が

検討されている。事業場排水に生態影響がみられた

場合、その原因を探索し改善策を講じることが望ま

しい。生態影響の原因物質が有機化合物の場合、精

密質量分析による探索が有効であると考えられる。  

本発表では、流入下水中で藻類に影響を及ぼして

いると推定される有機化合物を、精密質量分析を用

いて探索した試みを紹介する。  

2. 方法  

(1) 被験試料  

計画晴天時の日最大処理水量が 5,000 m3 未満の 5

か所の小規模下水処理場から流入下水を採水した。

流入下水は冷蔵、遮光条件で 24 時間以内に試験施設

に搬入し、目開き 60 μm のナイロンメッシュおよび

孔径 1.2 μm のガラス繊維ろ紙 GF/C でろ過した。そ

の後、Oasis HLB カートリッジ（日本 Waters）に、1

本あたり流入下水 500 mL を通水し、アセトン 10 mL

およびメタノール 10 mL で有機化合物を溶出させた。 

固相抽出した流入下水試料を、藻類生長阻害試験

および精密質量分析に用い、図 1 のように生態影響

原因物質の探索を行った。藻類試験にはアセトンお

よびメタノール溶液に窒素気流を吹き付けて 100 

µL まで濃縮させた後、純水で 500 mL に希釈したも

のを用いた。精密質量分析には固相抽出した流入下

水試料をそのまま用いた。  

(2) 藻類生長阻害試験  

ムレミカヅキモを用いた藻類生長阻害試験を行っ

た。5 か所の流入下水から調製した被験試料は、固

相抽出前の試料に対して 80%の濃度となるように

OECD 培地で希釈し試験に用いた。被験試料と試験

濃度区以外の条件は、環境省の「生物応答を用いた

排水試験法（検討案）」に準拠した。各被験試料につ

いて、ばく露 72 時間後の細胞密度から対照区に対す

る生長阻害率を算出した。  

(3) 精密質量分析  

高速液体クロマトグラフ -高分解能質量分析計

ESI-LTQ Orbitrap XL（Thermo Scientific）を用いて、

被験試料のプリカーサーイオン分析を行った。  

3. 結果および考察  

被験試料の藻類の生長阻害率は、55.7%～84.0%で

あった。また、精密質量分析の結果、正イオン化モ

ードで 1,535 個、負イオン化モードで 132 個のコン

ポーネントが検出された。藻類の生長阻害率と検出

されたコンポーネントの log ピークエリアの相関分

析を行ったところ、ピアソンの相関係数が>0.9 のコ

ンポーネントが 8 個抽出され、精密質量から図 2 の

ような分子式が推定された。  

4. 結論  

5 か所の小規模下水処理場の流入下水に共通して

存在する生態影響の原因物質として 8 物質を探索し、

分子式を推定した。いずれの物質も化審法旧第三種

監視化学物質、化管法の生態毒性物質、水濁法の要

調査項目等の対象物質ではなかった。  

今後、化学物質の構造推定、藻類毒性の確認を行

うことで、小規模処理場の流入下水中に共通して存

在する生態影響原因物質が同定できると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

図 1 生態影響原因物質の探索方法  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 藻類生長阻害率と log ピークエリアのピアソン

相関係数 R が>0.9 の物質  

   （参照は推定分子式と決定係数 R2 を示す。）  
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